
あ
の
日
か
ら
、
５
年

東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
生
ま
れ
た
も
の

特
集

　

こ
の
３
月
11
日
㈮
で
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
か
ら
５
年
を
迎
え
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
亡
く
な
ら
れ
、
多
く
の
人

が
辛
い
思
い
を
さ
れ
た
被
災
地
の
復
興
を

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

こ
の
震
災
で
は
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
復
興
に
関
わ
る
多
く
の
人
の

人
生
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
震
災
を
経

て
生
ま
れ
た
も
の
の
１
つ
と
し
て
、
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ
宮
城
県
塩
竈
市

と
の
絆き

ず
な

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
震
災
発
生
か
ら
現
在
ま
で
の
塩

竈
市
と
碧
南
市
と
の
関
わ
り
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

問
合
せ　

秘
書
情
報
課
広
報
統
計
係

宮城県

仙台市

浦戸諸島

利府町

松島町

塩竈市

多賀城市

仙台市

七ヶ浜町

松島

宮城県塩竈市とは
　宮城県のほぼ中央、仙台市と日本三景で知られる
松島との中間に位置しています。
　海とともに歩んできたまちとして、生鮮マグロの
水揚げ量やかまぼこなどの水産練り製品の生産量は
日本有数を誇ります。
　また、1,200年の歴史を持つ奥州一の宮鹽

しお

竈
がま

神社や
浦戸諸島は見所の１つです。
・人口　55,507人、世帯数　22,999世帯
　（27年12月31日現在）

△平成23年３月11日の塩竈市の様子
　津波被害により海水に覆われた町(写真上)と
　倒壊した家屋(写真下)

被害状況
　宮城県塩竈市は最大震度６強を観測し、地震発生
から約30分後に塩釜港西ふ頭に津波が到達しました
（潮位が下がる引き始めが起こりました）。この47
分後、襲いくる津波の高さは４ｍにのぼり、第２波、
第３波と続きました。余震の影響により津波注意報
が解除されたのは、地震発生から２日後のことでし
た。
　また、７月13日までに最大8,771人が47か所の避難
所で生活しました。
人的被害（27年４月１日現在、塩竈市提供）
・死亡者　47人
・災害関連死（医師や弁護士、学識経験者で構成さ
　れた専門委員会が震災との因果関係があると認定
　した死亡）　18人
建物被害（27年４月１日現在、塩竈市提供）

被害額の状況（25年４月１日現在、塩竈市提供）

※直接的な被害金額を集計したものです。

項目 被害金額(千円) 内訳
交通関係 25,141 市営汽船など
ライフライン施
設 933,400 水道、都市ガス、通信・放送施設

保健・医療福祉
祉関係施設 447,689

医療機関、民間保育、
保健センター、児童
館など

建築物 61,277,613 被災建物
民間施設など 12,800,000 工業・商業関係

交通基盤施設 16,651,574

道路・橋りょう、港
湾施設、下水道施設、
そのほか公共土木施
設など

農林水産関係 27,792,949 共同利用施設、塩釜漁港施設など

文教施設 210,977 県立・市立学校、そのほか文教施設
文化財 5,825 市指定文化財など
産業廃棄物処理・
し尿処理施設 98,918 清掃工場

そのほか公共施
設 1,397,920

観光施設、消防・防
災施設、警察関係施
設など

合計 121,642,006

種別 全壊 大規模
半壊 半壊 一部

損壊 合計

津波
住家 478 1,099 392 266 2,235
非住家 290 714 251 87 1,342

地震
住家 194 356 1,431 6,727 8,708
非住家 55 71 234 688 1,048

合計
住家 672 1,455 1,823 6,993 10,943
非住家 345 785 485 775 2,390

平成23年３月11日　14時46分　東日本大震災発生

東日本大震災を経て、生まれたもの特集

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
５
年
が

経
過
し
ま
す
。
碧
南
市
の
皆
さ
ま
に
は
、

本
市
の
復
旧
復
興
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
ご

支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
５

月
か
ら
現
在
ま
で
19
人
の
職
員
の
方
々
を

派
遣
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
交
流

を
機
に
24
年
７
月
に
は
﹁
災
害
時
に
お
け

る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
﹂
を
締
結
し
、

26
年
５
月
に
は
碧
南
市
に
本
社
を
置
く
企

業
と
﹁
企
業
立
地
協
定
﹂
を
締
結
し
、
昨

年
10
月
に
は
東
北
工
場
お
よ
び
直
売
店
が

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
も
生
ま
れ
、
し

お
が
ま
市
民
ま
つ
り
で
の
碧
南
タ
マ
ネ
ギ

の
配
布
、
鹽
竈
神
社
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会
や

塩
竈
み
な
と
祭
へ
の
碧
南
市
の
方
々
の
ご

参
加
に
よ
り
、
そ
の
絆

き
ず
な

は
よ
り
深
い
も
の

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
６
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す

碧
南
市
民
駅
伝
大
会
に
、
本
市
職
員
有
志

も
参
加
し
ま
す
。
今
年
で
５
回
目
の
参
加

と
な
り
、
碧
南
市
の
皆
さ
ま
へ
﹁
感
謝
﹂

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
精
一
杯
走
り
ま
す
。

　

震
災
を
契
機
と
し
た
ご
縁
を
大
切
に
し
、

今
後
と
も
碧
南
市
と
本
市
と
の
交
流
が
一

層
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

佐藤昭
塩竈市長
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♥♥♥♥
絆

職
員
派
遣
︵
23
年
５
月
11
日
～
︶

　

被
災
地
支
援
と
し
て
23
年
度
は
２
人︵
事

務
職
１
人
、
技
師
１
人
︶
ず
つ
約
２
か
月

交
代
で
延
べ
10
人
、
24
年
度
は
技
師
１
人

を
約
３
か
月
交
代
で
延
べ
４
人
、
25
・
26

年
度
は
技
師
１
人
を
半
年
交
代
で
延
べ
４

人
の
職
員
を
塩
竈
市
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

27
年
度
は
技
師
１
人
を
１
年
間
派
遣
し
、

現
在
も
被
災
地
で
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
直
後
は
被
災
家
屋
調
査
と
下

水
道
復
旧
や
道
路
整
備
な
ど
が
主
な
業
務

で
し
た
。
現
在
は
下
水
道
復
旧
や
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
な
ど
、
引
き
続
き
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

防
災
講
演
会
の
実
施
︵
25
年
２
月
︶

　

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
復
興
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
佐
藤
昭
塩
竈
市
長
よ
り
被

災
地
で
の
取
組
み
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

タ
マ
ネ
ギ
寄
贈
︵
25
年
４
月
～
︶

　

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
碧
南
玉
葱
部
会
の
皆

さ
ん
が
、
碧
南
市
の
特
産
物
の
１
つ
で
あ

り
県
内
第
１
位
の
産
出
量
を
誇
る
タ
マ
ネ

ギ
の
な
か
で
も
、
み
ず
み
ず
し
く
辛
み
の

少
な
い
サ
ラ
ダ
た
ま
ね
ぎ
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
４
月
に
開
催
さ
れ
た
し
お
が
ま
市
民

ま
つ
り
で
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
学
校
給
食

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
26
年
度
に
は
Ｊ
Ａ

あ
い
ち
中
央
碧
南
玉
葱
部
会
の
会
長
が
、

塩
竈
市
ま
で
タ
マ
ネ
ギ
を
運
搬
し
ま
し
た
。

塩
竈
市
の
皆
さ
ん
が
来
碧

市
民
駅
伝
大
会
に
参
加

︵
24
年
３
月
～
︶

　

延
べ
19
人
の
職
員
派
遣
が
行
わ
れ
る
な

か
、
塩
竈
市
の
職
員
を
始
め
地
元
の
皆
さ

ん
と
派
遣
さ
れ
た
碧
南
市
職
員
と
の
あ
い

だ
で
、
仕
事
を
通
じ
て
交
流
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。
24
年
３
月
に
は
、
塩
竈
市
職

員
の
皆
さ
ん
が
﹁
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

た
い
﹂
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
震
災
対
応

の
合
間
を
縫
っ
て
来
碧
し
ま
し
た
。

　

来
る
３
月
６
日
㈰
で
５
年
連
続
の
出
場

と
な
り
ま
す
。

塩
竈
市
の
特
産
品
を
紹
介

●
元
気
ッ
ス
！
へ
き
な
ん
に
参
加
︵
24
年

　

７
月
～
︶

　
　

塩
竈
市
職
員
や
商
店
の
皆
さ
ん
が
来

　

碧
し
て
踊
り
へ
参
加
。
ま
た
、
塩
竈
市

　

の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

●
市
民
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

　

加
︵
25
年
11
月
、
27
年
︶

●
技
能
五
輪
全
国
大
会
に
参
加
︵
26
年
11

　

月
︶

　
　

塩
竈
市
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

元
気
ッ
ス
！
へ
き
な
ん
で
の

　
　

復
興
応
援
グ
ッ
ズ
の
販
売

●
リ
ス
ト
バ
ン
ド
︵
23
年
度
～
︶
、

　

タ
オ
ル
︵
26
年
度
︶

　
　

収
益
の
一
部
を
義

　

援
金
と
し
て
塩
竈
市

　

へ
。
復
興
の
一
助
に

　

な
れ
ば
良
い
と
の
思

　

い
で
、
多
く
の
人
が
購
入
し
ま
し
た
。

●
へ
き
し
お
つ
な
が
っ
Ｔ
シ
ャ
ツ
︵
26
年

　

度
～
︶

　
　

塩
竈
市
内
の
製
造
業

　

者
へ
依
頼
し
て
作
成
し
、

　

収
益
の
一
部
を
義
援
金

　

と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
塩
竈
市
の
皆
さ

　

ん
に
も
着
用
し
て
も
ら

　

い
、
元
気
の
わ
を
広
げ

　

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流

　

日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ド
選
手
会
の
皆
さ

ん
が
支
援
し
、
招
待
・
遠
征
し
ま
し
た
。

●
へ
き
な
ん
サ
マ
ー
カ
ッ
プ
︵
24
年
８
月

　

～
、
碧
南
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
︶

　
　

塩
竈
市
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
招
待
。

●
海
の
日
記
念
少
年
野
球
交
流
試
合
︵
25

　

年
７
月
、
27
年
、
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

　

ド
選
手
会
主
催
︶

　
　

塩
竈
市
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
を
招
待
。

●
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
塩
竈
市
へ
︵
26
年

　

３
月
、
27
年
、
塩
竈
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

主
催
︶

　
　

中
学
生
が
塩
竈
神
社
杯
サ
ッ
カ
ー
大

　

会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

市
民
団
体
や
有
志
職
員
の

　
　
　
　
　
　

塩
竈
市
訪
問

　

塩
竈
み
な
と
祭
な
ど
、
塩
竈
市
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
市
民
団
体

の
皆
さ
ん
や
元
派
遣
職
員
も
大
勢
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
展
示
︵
25
年
３
月
～
︶

　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
、
塩
竈
市

の
被
害
状
況
や
支
援
の
様
子
な
ど
を
パ
ネ

ル
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
塩
竈
市
の
観

光
案
内
も
併
せ
て
行
い
、
来
庁
者
の
皆
さ

ん
へ
﹁
観
光
﹂
に
よ
る
被
災
地
支
援
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結

　

24
年
７
月
11
日
に
応
援
体
制
を
よ
り
強

固
な
も
の
と
す
る
た
め
に
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
災
害
発
生
時
に
は
早
急
に
連
絡

を
取
り
、
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
両

市
の
防
災
訓
練
時
に
通
信
訓
練
を
行
い
、

日
ご
ろ
か
ら
防
災
情
報
の
交
換
や
確
認
を

行
い
、
非
常
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

碧
南
市
か
ら

　
　
　

塩
竈
市
へ

塩
竈
市
か
ら

　
　
　

碧
南
市
へ

　未
み

曾
ぞ

有
う

の大震災に遭い、辛い経験を

した塩竈市の皆さんが、碧南市との新

たな出会いや関わりのなかで、少しで

も笑顔になってもらいたく思います。

　そのために、微力ながらこれからも

応援していきます。

Ｎｅｖｅｒ　ｆｏｒｇｅｔ
　　　　　　ＳＨＩＯＧＡＭＡ

△塩竈市保育園へ慰
　問した元派遣職員

東日本大震災を経て、生まれたもの特集
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